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特定健診（特定健康診査）・健康診査は、メタボリックシンドロームに着目し、生活習慣病予防を目的とした健診です。
本来、約１０，０００円かかる健診ですが、町が健診費用の９５％を負担し、５００円の自己負担で受けることができます。
７５歳以上の方と４０歳～５５歳の方は無料で受診できます。この機会に受診しましょう。

５月下旬に送付された受診券を医療機関に持参して受けることができます。
対象者で受診券が届いていない方は、健康いきいき課までお問い合わせください。

健康相談（特定保健指導）を受けてみませんか？
健診結果に基づき、保健師や管理栄養士が生活習慣をお伺いし、食生活や運動に関する相談に乗ったり、アドバイスをします。健

診結果の見方やポイントなどもご説明します。ぜひ、ご相談ください。

年齢 目標とするBMI（㎏／㎡）
１８～４９歳 １８．５～２４．９
５０～６４歳 ２０．０～２４．９
６５歳以上 ２１．５～２４．９

※受診が確認できない方へは、ハガキや電話で受診勧奨のご連絡をさせてい
ただく場合があります。
※嵐山町国民健康保険加入の方で、職場等の健康診断を受けられたときは、
健康いきいき課までご連絡ください。
特定健診の項目を満たしている場合、健康診断結果の提出をお願いし、特定
健康診査の実施に代えさせていただきます。

ご都合にあわせて健診日・医療機関を選べます

問健康いきいき課 ℡０４９３－５９－６９１１

次回は食事のとり方・選び方についてです。 問長寿生きがい課 ℡０４９３－６２－０７１８

医師が説明、
または郵送で
お知らせ

高齢期の食生活で気をつけたいのはメタボより低栄養予防！健診結果では、７５歳以上の３人に１人はやせています。

結 果

体重（kg）÷ 身長（ｍ）÷ 身長（ｍ）＝ BM I（kg／㎡）

３

例）身長１５０㎝、体重５０kgの場合
５０kg÷１．５ｍ÷１．５ｍ＝２２．２ BMIは２２．２となります。

��医療機関で「マイナ保険
証や資格情報のお知らせ
・資格確認書等」と「受
診券」を提示、受診後、
費用を支払う。

受 診 方 法

受 診

嵐山町国民健康保険にご加入の４０～７４歳の方・後期高齢者医療制度にご加入の方へ
特定健診・健康診査で健康チェック！

適正な体格を維持しましょう

２

BMI（体格指数）を計算してみよう！

��
医療機関に
予約

希望する医療機
関へ直接予約

ワンコイン（５００円）で受診できます

１

やせ
BMI ２１.４以下

対 象 者

受 診 期 間

受 診 場 所

①嵐山町国民健康保険にご加入で４０～７４歳の方
②後期高齢者医療制度にご加入の方
※人間ドック・併診ドックを申込みされた方を
除く。

６月１日（月）～１２月２５日（金）
※受診可能日は、医療機関の診療日に準じます。

比企管内 特定健診・健康診査実施医療機関
※実施医療機関一覧表は、対象の方に
送付する受診券に同封しています。

３４.３％３４.３％

令和６年度 嵐山町健康診査
７５歳以上の方の体格（BMI）

４４.６％

現在、治療中の方も対象です

２１.１％

普通 BMI
２１.５～２４.９

肥満 BMI
２５以上

▼ 疲れやすくなり、活力がなくなる

▼ 筋力が落ち、転びやすくなる

▼ 感染症にかかりやすくなる など
健康に支障をきたすことが増え、生活の質が落ちてし
まう危険性があります。

やせていると、なぜよくない？
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問合せ　℡0493-62-0718

高齢者がいつまでも元気で主体的に幸せな（Happy）シニアライフ
（Senior Life）を送れるために、介護保険事業所の有志で構成されたプ
ロジェクトを立ち上げ、医療や介護サービスを受けながらでも自分らし
くやりたいことを続けながら生活できる地域を作るためにはどうしたら
よいか協議をしてきました。こうした協議の中で出された意見を踏ま
え、昨年度は事業（らん活チャレンジ！）の見直しを実施しました。
今年度は、自助・互助・共助・公助の取組について普及啓発を行ってい

きます。

らん活チャレンジは、「もう少し歩けるようになりたいな」「昔は色々でかけてたけど、今は行くことも減っ
たな」などの生活の中で感じる自分の変化をスタッフと話をしながら、運動や食事、お口の体操等３か月間取
り組んでいくチャレンジです。次回は１２月開始です。詳細は、地域包括支援センターにお問い合わせください。

ひとりで悩まないで ひとりじゃないから
ご家族を介護されている方々が集まり、日々の介護の悩みを話し
合いましょう。参加希望の方は事前の申し込みをお願いします。
日時：６月２７日（土） １３時３０分～１５時３０分
場所：嵐山町ふれあい交流センター会議室１０３・１０４（１階）
費用：無料（飲み物は各自ご用意ください）
申込み：認知症の人と家族の会事務局
電話：０４８－８１４－１２１０（月・水・金・土１０時～１６時）
ＦＡＸ：０４８－８１４－１２１１（ＦＡＸは随時受付）

介護予防の視点で考える「嵐山Happy Senior Lifeプロジェクト」

通所型サービス・活動Ｃ「らん活チャレンジ！」

介護保険制度がスタートした平成１２年（２０００年）には、嵐山町で１５．２
％だった高齢化率は、令和８年４月現在で３５．２％に達しています。高
齢者人口の増加は、すなわち介護や医療等の支援を必要とする人が増
えることでもあります。
介護需要が増えれば、それを支える人も今以上に必要となります
が、介護サービスを提供する専門職も不足しています。
サービスを利用することで、保険料の増加も見込まれており、これ
は深刻な社会問題とされています。
高齢者になっても、住み慣れた地域で必要なケアを受けながら自立
した暮らしを送りたいと希望する人は多く、このようなニーズに対応するため、地域の特性を活かした切れ目
のない支援を提供することが重要となります。

いつまでも住み慣れた地域で暮らし続けるために

●嵐カフェ ℡ ０４９３－６２－０７１８
日 時：６月８日（月）

１０時～１２時
場 所：嵐山町立図書館１階多目的室
参加費：無料
問合せ：地域包括支援センター
※図書館休館日のため１階より入館ください。

「オレンジカフェ」掲示板

自分自身のケア
生きがいづくり、健康づくり、

介護予防など

自 助
みんなの支え合い

周りの人同士の助け合い、町内会・自治会
の活動、ボランティア活動など

互 助

介護保険や医療保険などのサービス
デイサービスやヘルパー

などの社会保障制度によるサービス

共 助
行政による支援

高齢者福祉、障害者福祉等行政
による支援

公 助

認知症の人と家族の会「介護者のつどい」
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